
臨床研究に関する情報公開 

「日本外傷データバンク」への症例登録のご協力のお願い 

 

研究事務局 

日本外傷診療研究機構 

 

当院の研究責任者 

救急科 谷口 健太郎 

 

研究の対象 

当院に外傷で受診された患者さんが対象です 

 

研究目的 

外傷は、厚生労働省の統計によると 1 歳から 24 歳までの死因の第一位になっており、外傷

診療の質を向上させることは、我が国の将来を担う若年者の救命を向上させることにつな

がります。 

外傷診療の質を向上させるうえで、外傷患者さんに関するデータを集積し、分析し、そし

て医療現場へフィードバックすることが重要となります。 

そこで、日本救急医学会診療の質評価指標に関する委員会と、日本外傷学会 Trauma 

Registry 検討委員会により、外傷データを集積・解析するための「日本外傷データバンク」

が設立されました。当院としても本データバンクに登録し、外傷診療の質向上へ協力して

おります。 

 

研究に用いる資料・情報 

カルテ記載や検査所見等の診療情報 

 

外部への資料・情報の提供 

「日本外傷データバンク」へ、研究責任者が上記の診療情報等を基に症例報告を行います。 

 

個人情報の取り扱い 

研究に使用する情報から個人を特定できるものは削除します。研究活動において、対象者

を特定できる個人情報は一切使用しません。 

 

研究資金源・利益相反 

ありません。 

 



お問い合わせ先 

0598-21-5252 谷口 健太郎 


